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更生保護制度論 単位数 履修方法 配当学年

1単位 R or SR 2年以上

科目コード CM3069 担 当 教 員 菅原 好秀

※本科目は、2009年度以降入学者に対して開設されている科目です。2008年度以前に入学した方は履
修することはできません。

■科目の内容 �
更生保護とは、犯罪や非行に陥った者の改善更生を図るため、社会内で必要な指導監督、補導援護

の措置を行い、また、一般社会における犯罪予防活動を助長することによって、犯罪や非行から社会
を保護し、個人及び公共の福祉を増進することを目的としています。つまり、「再犯の防止」「改善更生」
という 2 つの特別予防目的を掲げて、これを車の両輪のように活用することによって「社会の保護」
という一般予防目的を達成し、それによって「個人及び公共の福祉を増進する」ことを目的としてい
ます。
本科目では、特に近年急増している高齢犯罪者と少年非行の事例を挙げて、刑事司法・少年司法分

野で活躍する組織、団体及び専門職、刑事司法・少年司法分野の他機関等との連携の在り方について、
具体的に学んでいきます。なお、社会福祉士、精神保健福祉士の国家試験の必須の科目のため、受験
する方は受講をおすすめします。

■到達目標 �
1 ）更生保護制度の制度概要について説明することができる。
2）保護観察の制度趣旨と問題点について説明することができる。
3）更生保護制度と社会福祉の関係性について、事例を挙げて解説できる。
4）医療観察制度の制度趣旨と問題点について説明することができる。

■教科書（「福祉法学」と共通） �
1 ）渡辺信英著『更生保護制度』南窓社、2011年
2 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座19　権利擁護と成年後見制度（第4
版）』中央法規出版、2014年（第 4版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月
※「福祉法学」で配本のため、この科目での教科書配本はありません。

■履修登録条件 �
この科目は、「福祉法学」をすでに履修登録済みか、同時に履修登録をする方のみが履修登録できます。
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■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 更生保護制度 更生保護制度の概要について学びます。 刑事司法の中の更生保護の位置づけに

ついて説明できることが重要です。

2 仮釈放等 仮釈放等の制度概要について学びます。 仮釈放等の種類、手続きについて理解
することが重要です。

3 保護観察制度 保護観察制度の概要について学びます。 保護観察の目的・方法について理解す
ることが重要です。

4 保護観察対象者の
現状と課題

保護観察対象者の現状と課題について学
びます。

保護観察対象者の現状と課題をふまえ
て今後求められる対応策について説明
できることが重要です。

5 生活環境の調整 生活環境の調整について学びます。 収容中の者に対する生活環境の調整に
ついて説明できることが重要です。

6 更生緊急保護制度 更生緊急保護制度の概要について学びま
す。

更生緊急保護制度の意義、対象となる
者についていて理解することが重要で
す。

7 更生緊急保護制度
の現状と課題

更生緊急保護制度の現状と課題について
学びます。

更生緊急保護制度の現状と課題をふま
えて今後求められる対応策について説
明できることが重要です。

8 犯罪被害者等施策 犯罪被害者等施策について学びます。 恩赦と犯罪予防活動について説明でき
ることが重要です。

9 保護観察官 保護観察官について学びます。 保護観察官の意義と役割について説明
できることが重要です。

10 保護司 保護司について学びます。 保護司の意義と役割について説明でき
ることが重要です。

11 更生保護施設 更生保護施設について学びます。 更生保護施設の意義と役割について説
明できることが重要です。

12 民間協力者 民間協力者について学びます。 更生保護女性会、BBS会、協力雇用
主について説明できることが重要です。

13 更生保護制度にお
ける関係機関・団
体との連携

更生保護施設における関係機関・団体と
の連携について学びます。

裁判所、検察庁、矯正施設、児童相談
所との関わりについて説明できること
が重要です。

14 医療観察制度 医療観察制度の概要について学びます。 医療観察制度の制度背景、各制度趣旨
について理解することが重要です。

15 医療観察制度の現
状と課題

医療観察制度の現状と課題について学び
ます。

医療観察制度の現状と課題をふまえて
今後求められる対応策について説明で
きることが重要です。
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■レポート課題 �
2012年 7 月までのスクーリングを受講し合格した方は提出する必要はありません。
ただし、2012年10月以降のスクーリング受講者は提出の必要があります。

1 単位め 保護観察について論ぜよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

※提出されたレポートは添削指導を行い返却します。

■アドバイス �
　　　　　　保護観察の意義と種類、保護観察における処遇、保護観察の問題点について言及し、

自分の考えを論じて下さい。

■科目修了試験　評価基準 �
当該科目の内容理解がなされているかが重要であり、論述の分量（ 1 問あたり400～800字程度）も

評価対象となる。また、法の制度趣旨、意義を述べた上で、現実との関連から自分なりの視点から述
べられていることも評価の対象となる。

■「卒業までに身につけてほしい力」との関連 �
とくに「基礎的知識」「レポート作成力」「自己管理力」を身につけてほしい。

■参考図書 �
1 ）志田民吉編『改訂　法学』建帛社、2007年（改訂版でなくても可）
2）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座20　更生保護制度（第 3 版）』中央
法規出版、2014年

3 ）犯罪白書（インターネットの検索サイトで各年度を参照して下さい。）

1単位め
アドバイス


